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所 
信 

表 

明

第２回定例会
（令和７年３月）審議結果

▼�

清
水
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
基
金
条
例

の
制
定

▼�

辻
町
長
に
よ
る

　
　
所
信
表
明
（
要
約
）

　

令
和
7
年
第
2
回
清
水
町
議
会

定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
こ
れ

か
ら
の
町
政
運
営
に
あ
た
る
私
の

基
本
的
な
考
え
を
申
し
上
げ
、
町

議
会
議
員
の
皆
様
並
び
に
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。　
（
中
略
）

　

町
民
の
皆
様
の
生
活
の
安
定
に

向
け
、
長
期
的
な
戦
略
を
持
っ
て

本
町
の
持
続
的
な
更
な
る
発
展
と
、

第
6
期
清
水
町
総
合
計
画
に
お
け

る
ま
ち
の
未
来
像
「
ま
ち
に
気
づ

く　

ま
ち
を
築
く　

と
か
ち
清
水

～
想
い
を
ミ
ラ
イ
に
繋
ぐ
ま
ち
」

を
実
現
す
る
た
め
に
町
が
抱
え
る

課
題
に
向
き
合
い
、
町
民
目
線
で

一
つ
ひ
と
つ
親
切
丁
寧
に
且
つ
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
ち
町
政
に
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

　

先
ず
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
地
方
の
財
政
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
私
は
、
新
た
に
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生

応
援
税
制
）
の
獲
得
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
税

制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、

全
国
で
は
２
０
１
９
年
３
３
．
８

億
円
だ
っ
た
寄
付
実
績
が
２
０
２

３
年
度
に
は
４
７
０
億
円
ま
で
増

え
て
お
り
ま
す
。
私
は
渋
沢
栄
一

翁
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
渋
沢

栄
一
翁
の
関
係
す
る
会
社
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
で
協
力
を
お
願
い
す

る
と
共
に
、
今
日
ま
で
培
っ
た
人

脈
を
通
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
協
力
を
依
頼
し
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
個
人
の
方
々
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
開
発
を
行
い
、
納

税
額
の
増
加
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
主
な
施
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
今
の
物
価
高
騰

に
よ
り
、
町
民
生
活
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
、
個
人
家
庭

の
水
道
料
金
、
営
農
用
水
の
値
下

げ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

清
水
町
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
す

拠
点
と
し
て
「
道
の
駅
」
の
創
設

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
道

の
駅
は
全
国
で
１
２
３
０
駅
が
存

在
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

全
て
の
道
の
駅
が
順
調
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
窓
か
ら
広
が
る
日
高
山

脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
と
清
水
が

誇
る
酪
農
風
景
。
そ
の
景
観
を
全

国
に
発
信
し
、
渋
沢
栄
一
翁
ゆ
か

り
の
施
設
を
結
ぶ
動
線
を
整
備
し
、

訪
問
者
を
増
や
し
地
域
の
賑
い
と

雇
用
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
負
担
に
な
ら
な
い
道
の
駅

を
創
設
す
る
た
め
、
立
地
場
所
や

採
算
性
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
慎

重
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

働
き
手
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。
農
畜
産
業
・
介
護

職
の
人
材
確
保
に
向
け
て
そ
の
方

法
等
を
関
係
機
関
と
協
議
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
に
全
国
か
ら
「
や
り
た
い
」

を
集
め
、
民
間
活
力
で
地
元
経
済
、

清
水
町
を
活
性
化
し
ま
す
。
清
水

町
と
「
や
り
た
い
」
が
コ
ラ
ボ
す

る
研
究
所
「
し
み
ず
ら
ぼ
」
を
創

設
し
、
企
業
、
団
体
、
個
人
の
皆

様
が
実
施
し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
に
、

清
水
町
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
資
産
を

有
効
に
活
用
し
、
清
水
町
が
サ
ポ

ー
ト
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
し
、

関
係
人
口
の
増
加
や
企
業
誘
致
に

繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

清
水
町
に
も
っ
と
も
っ
と
住
み
た

く
な
る
魅
力
を
増
や
し
ま
す
。

　

歴
代
町
長
が
行
っ
て
き
た
子
育

て
支
援
は
継
続
す
る
と
と
も
に
、

更
に
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る

人
材
育
成
を
図
る
た
め
小
中
学
校

に
外
国
人
英
語
講
師
を
配
置
し
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
中
学
校
卒
業

時
に
は
英
会
話
の
で
き
る
実
践
的

な
英
会
話
授
業
を
実
現
し
ま
す
。

　

併
せ
て
移
住
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、

貸
付
戸
建
て
住
宅
に
一
定
期
間
住

み
続
け
る
と
無
償
譲
渡
の
「
も
ら

え
る
戸
建
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

 　

小
中
学
生
の
修
学
旅
行
費
の

無
償
化
は
継
続
す
る
と
共
に
、
学

校
給
食
に
つ
い
て
は
物
価
高
騰
分

は
公
費
負
担
と
し
、
給
食
費
の
据

え
置
き
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

清
水
高
等
学
校
の
存
続
は
ま
ち

づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
よ
り
き
め
細

か
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い

り
ま
す
。
昨
年
ま
で
行
っ
て
い
た

買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き
る
巡
回

バ
ス
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
再
運
行
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
い
ち

ま
る
跡
地
に
つ
い
て
、
土
地
所
有

者
と
協
議
を
行
い
新
た
な
商
業
施

設
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
を

支
え
、
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
の

施
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
障
が
い
者

（
児
）
及
び
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
乗

車
券
助
成
制
度
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
寿
化
に
よ
り
耳
の
聞

こ
え
に
不
便
を
感
じ
る
方
が
増
え

て
お
り
、
補
聴
器
の
購
入
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

体
育
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は

現
在
の
計
画
を
見
直
し
、
利
用
者

目
線
、
経
済
効
果
、
建
設
費
調
達

の
観
点
か
ら
再
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。（
中
略
）

 　

議
会
議
員
の
皆
様
、
町
民
の

皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
し
て
所
信
表
明
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

条
例
改
正
等

▼
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

刑
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

懲
役
及
び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ

拘
禁
刑
に
一
元
化
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
関
係
条
例
の
改
正

す
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

　

人
事
院
の
「
公
務
員
人
事

管
理
に
関
す
る
報
告
」
に
基

づ
き
、
国
の
改
正
準
じ
て
改

正
を
行
う
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
会
計
年
度
を
跨
ぐ
寄
附

な
ど
、
受
入
体
制
の
整
備
の

た
め
基
金
を
創
設
し
、
更
な

る
寄
附
の
促
進
を
図
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】
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人 

事 

案 

件西田 史明　さん

▼�

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

西
田
史
明
さ
ん
（
竹
葉
）

を
副
町
長
に
選
任
（
新
）
し

た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
議

会
は
同
意
し
ま
し
た
。

（
起
立
採
決
、賛
成
8
、反
対
４
）

▼
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
休
業
等
育
児
又
は
家

族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

よ
り
、
引
用
事
項
を
改
め
る

も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
の
給
与
制
度

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
基
づ
き
、

国
家
公
務
員
に
準
じ
た
改
正

を
行
う
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正(

２
件
）

①
少
人
数
学
級
臨
時
教
諭
の

給
料
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
、
条
例
で
定
め

る
上
限
額
を
改
正
す
る
も
の
。

②
少
人
数
学
級
臨
時
教
諭
を

中
学
校
に
お
い
て
配
置
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
清
水
町
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
」
の
改
正
に
よ
り
、
引

用
条
項
の
「
条
ず
れ
」
を
解

消
す
る
た
め
の
改
正

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

専 
決 
処 

分

▼�

専
決
処
分
の
報
告

　

除
雪
車
両
の
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
に
つ
い
て

【
報
告
済
】

▼�

専
決
処
分
の
承
認

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

既
定
予
算
に
２
０
３
１
万

１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
9５
億
９
８
９
４
万
４
千

円
と
す
る
。

　

内
容
は
、
除
雪
対
策
事
業

と
し
て
、
町
道
除
雪
委
託
料

２
０
０
０
万
円
、
自
動
車
事

故
賠
償
金
31
万
１
千
円

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

補 

正 

予 

算

▼�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号)

▼�

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号)

　

既
定
予
算
に
２
９
２
４
万

７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
9６
億
２
８
１
９
万
１
千

円
と
す
る
。
主
な
補
正
内
容
は
、

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
積
立
金
の
増
、
障
害
児

通
所
給
付
費
の
増
、
国
民
健

康
保
険
基
盤
安
定
化
拠
出
金

の
増
、
十
勝
圏
複
合
事
務
組

合
負
担
金
（
ご
み
処
理
分
等

及
び
し
尿
処
理
分
）
の
増
、

道
営
畑
地
帯
整
備
事
業
（
清

水
松
沢
地
区
及
び
美
蔓
地
区
）

負
担
金
の
増
、
中
小
企
業
近

代
化
資
金
利
子
補
給
等
補
助

金
の
増
、
御
影
小
学
校
職
員

玄
関
ド
ア
防
犯
対
策
工
事
・

小
学
校
及
び
中
学
校
非
常
用

通
報
装
置
設
置
工
事
の
増
な
ど
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

　

既
定
予
算
に
46
万
６
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
13

億
１
５
０
６
万
５
千
円
と
す
る
。

　

補
正
内
容
は
、
償
還
金
の

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号)

　

既
定
予
算
に
３
３
７
万
４

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

２
億
９
４
６
万
６
千
円
と
す
る
。

　

補
正
内
容
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の

確
定
に
よ
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号)

　

既
定
予
算
に
５
１
５
万
５
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
12

億
６
１
２
６
万
１
千
円
と
す
る
。

　

補
正
内
容
は
、
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
・
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
、
特
定

入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
日
の
減
、

介
護
予
防
事
業
費
の
減
な
ど
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号)

【
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号)

▼�

公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

髙
橋
富
士
江
さ
ん
（
富
士
）

を
公
平
委
員
会
委
員
に
選
任（
再
）

し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。

▼�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

残
間
美
樹
さ
ん
（
本
通
５
）

を
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委

員
に
選
任
（
再
）
し
た
い
旨

の
提
案
が
あ
り
、
議
会
は
同

意
し
ま
し
た
。

髙橋 富士江　さん

そ
の
他
の
議
案

▼�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

恩
田
喜
久
子
さ
ん（
日
の
出
３
）

を
推
薦
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
「
適
任
」
と
し
ま
し
た
。

残間 美樹　さん

▼�

定
住
自
立
圏
形
成
協
定

の
変
更
に
つ
い
て

　

第
4
期
十
勝
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
伴

う
、
協
定
書
の
一
部
を
変
更

す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

確
定
に
よ
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
令
和
６
年
度
】

【
令
和
７
年
度
】

▼�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号)

▼�

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号)

【
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
】

恩田 喜久子さん




